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提案手法を CMP を搭載した 2 種類の実機を用いて評価したところ，2 つのコアを
用いる場合には，提案手法を用いない通常のスケジューラに対して Fairness を改善
でき，またトータルスループットが向上する例も見られたが，4 つのコアを用いる場
合には，Fairness やトータルスループットが逆に低下してしまう例も多く見られた．
これは，4 つのコア全てを用いるとスケジューリングを工夫しても共有資源の競合が
発生してしまうことなどが原因と考えられる． 
 
